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財政調整基金
（町の蓄え）

住民税住民税

地方債（借金）地方債（借金）

人口人口

5.1 億円あった基金のほぼ全額
を、平成 27 年度予算に繰り入
れたため減少

歳入全体に占める住民税（法人・個人）の
割合が、平成 22 年度 22.2％から平成 27
年度は18.0％に減少

平成 13 年度 95.3 億円から平
成 26年度の見込み102.4 億円
に増加

ピーク時（平成８年１月31日）
の３万 8570 人から３万1998 人
（平成 27年３月31日）に減少

財政調整基金
（町の蓄え）

平成27年度 一般会計当初予算

90億9300万円
　前年度と比べ６億9700万円減。社会保障関連経費の負担が増える中で大
幅な削減となりました。
　本来なら継続や発展を望む事業も、財政難を理由に廃止や縮小に至り、
また、住民負担が増えるといった事業も見受けられました。
　大きく３つの重点分野として①地域の活力向上　②安心・安全の創造　
③子育て支援と健康増進を柱に編成された新年度予算。
このページでは、①地域の活力向上を取り上げました。
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一般会計予算規模の推移
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和紙活用地域振興事業、
技術者協会への補助金

○観光案内員の養成や商工会・
観光協会との共同キャンペーン

○外国人観光客向けに多言語表
記の案内看板等整備

○技術者協会ホームページの創設、
パンフレット増刷

ふるさと納税の推進
下里・青山板碑
　製作遺跡群

○寄附者への返礼品が予算化

○返礼品には町の特産品を採用

○種類を増やし、選択できるよ
うに

○保存管理計画の策定

○普及啓発イベントの実施

○指定地の拡大に向けた　
事業の展開

寄附者への返礼品

採掘跡
（割谷地区）


